
2 8 新治山工法の現地適応試験

1-試酸担当者

治山第二研究室:岩川巻夫•塚同孝r・圾招月,珈Z保夫,
治山第一硏究安:逐波宣士(秋谷孝ー

2•試淺目的

股近•あらたに蜀発されつつある各隣化工ならびに简况工作物は,施工が容易なところある 
いは集約的に行なえるところで多く施工されているが,治山麴工地においては,どのていどの立・ 
;蛭件のところまで活用て・きるものであるかは,十分な検討カ・・行なわれていない。

このため,気茨,拖况などの涙境が立びしい荒廃地で招エし,その选応性を淡対する

3•前年度までの混過とえられた簿琪

•1•試朕計面
忒饌她は束京肯林同乾無治山辨集所管内(卅砕帯地域)および円沢治山歩業所管内(火山堆 

横帯地賊)に設定する。
(1)新襲化工の関係

轿無化工法の関係では.机生堡の開発に続いて出現をみたヒト•ゲン相生｛s ,批生災,ロン 

タイなどの帯扶,笹發工法の建か.按援翌・被接剤などによる而我工法などがある。現在, 
植生鎧:^よびその類似のものは,治山鷹工地にかなり広く冶工されているが,その他の緑化 
jy>多く•;迫路,斃防工事などの法面堤護工に使用されているのが斐決である。
治山施工地において,整化工の癒工および効果が制約されるところは,気候時条件では少 
關帯‘少‘;‘顷冷な她带の疝,錦姓など,地况,土質’淳'の条件からは技握堅地愛.啪 
冬"は矽废の貧養乾孫地などであるがこの•芷験•ごは,疝奶・・るしい烛鮫で,地况は破碎 
された菇岩が地盤となっている崩苫,急・斜地(法切地山,貧密•必細質地)および堆技培(環 
質乾煥地)なら"U此上のはげしい脚ローム聲法切里地淑子よび題我)也,緋幻 純哦 
験の対象地とし,主要な教エ穂を痢エして比较検討する。

なお’縁化工;•てついて適地並!工法を明らかにするには,荒・地吒おH・る自然燈境(気候. 
地質’地况等)別に各工卻ごとの烤玉内羟をかえて検游しなけれぱならないが・各エ西ごと
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条件^別途に検討することとし・;にヾ・ではMず各工彿ごとの林話的大な;エ洗により•一応 
の適応性を把羿する二とが・ハらいである.

(2)俯目治山工作為の相係
山段および渓床における蒔め工作由の;、、]慌では,山H稱?•工としてンN C板などのブロッ 

ク卩匚・简じ渓氏固定法としてけセメントミルク注入エなどがあるが,これらについても現 
她;くおけるm条件についての検!ノは不十分であり,’ポ内典软とあわせて炭討を行なう、
S) PNC板の施工方法

P ：； !? ‘!工は石力的な工作物として一部普及の段階にあり.掩塗工として施工する:咲. 
成垂れの眼件高はクーコン土圧によって算定されているが,为エの高さをますことrより 
活用?酒が広められるので.そのあ寸が水められている。本:式我では5 ～8投に拖エし・
セ圧のUI恠を行なって検討す6 〇

(?))セメントミバク注入による簡易溪床固定方法
仲な必にセメントミルクを注入して億号な渓床固定工作物を作る試みは,K内実験の段: 

陶・ではその可能性がたしかめられているび,很用化にあたっては.現地の砂踪搆成び不均 
ーである点,あるいは职枠なしでビの極度成型するか等の問題点について検討する。

(5)試験の年次計両
昭賴? 9年度:釜無地区試珈也の選定•踰诵査・就験工仕様の決定,法切エその他必要

な宿工灾施
昭和4 〇年度:茶焦地区試茨工施工,施工年の枯果侧查〇
昭和4 I年度:丹沢地区試験地の,我定•體況瀉査•試験Hit様の決定.法切エその他必要 

な抱工央施,釜無地区状験地のう往就調査C
•昭和4 2年度:丹沢地区:知换エ炬エ"拖エ年の枯果:;’蛀3 (次年皮以降は必要な試験区の 

蘇統溯査)〇
2«経退と結果
(0新緣化工の旧係

昭和3 9年度に釜無池区に試渝也を並定し,4 〇年度に試験工を施工した.本地.％は,本 
州中部赤石山系駒ケ由北部の簽無"!上唬で,慄高は» 0 0 0^ 2 0 0 0 m付近に位設し,年 
平均気温11.5度,最”«踞い13. 5度•年降水?；I 1 5 0 0 eで降汚は少なく,吏上のけげし 
い地帯に叫している。也成は破砕された底砂岩を茹宕とし,及・ ひ話&aー厶・.",:い:*. 
ているが.由活・面で3网;,楠,や・地时



露出するところか乡い。
試蠻エ忡度6工;さとし,•成そ:！・り3ブロックにメ分し,丨エ徑の关きさは釣3.01〜

0.0 2 haの大きさに,殳定した(抑！ ?•-) 〇

れそ弍矣/工叫"衣
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施工時期は7月下句～8月上句にわたって行なわれたため•あエ初年におけるす化成纣の 
検對には十分な期問はえられなかった’また.9月中句には最悪のコースを通った大型・台嵐 
必2 4号による袞雨二よって,M験地内にかなりの被害をうけた。
植物披段扶態の調査は1〇月中旬に行なったが,この時期までの緑化被菠状熊は施工当初 

の縁化母材の導入形態に比例した頌向を示し.街定治果は第2麦のようて・ある。
才2表權物燎瓊状憊 ,•ハ

(W )
----- 一 • 旳 珏 r > C .

>.ヒト・ゲン植生旋エ 4 2 5 5 4 7 7 5 6 5

2•植生笑エ ヽ 5 5 4 7 5 2 7 7 6 5

&ベ芹タイエ 3 2 4 G 2 5 7 〇 6 7

4•コンタイ:!： 2 〇 5 〇 2 2 5 7 2 5

5.被段剤撒布Z！： 5 2 7 〇 4 5 8 5 7 5

6.技资涡エ 5 5 7 5 '5 5 9 〇 9 5

な3、• 土陟彩動状態をみるため若工径ごとに糾而秋約2だの土砂測定用枠および受箱を段 
定したが•台敏第2 4号による衆雨のため,移動砂腰による弦壊や侵広滯が多く生じ測定が 
不能となった.

(2)あ易治山工作物の;目保
(对?nc板の成讀工は.条・席川支流塩沢小支林の左岸血琪地の用積土加m•ほぼ釦血 

5段績みに盛エし•土圧受圧器(牌針式)を設置した。しかし.台風による大士右流のた
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め試設工および受圧器も流出または?S損し.当耕の目的を検討することが不可能となった“ 
このた［、•次年度以降の試終工によって検対を加えることとする。

(I)セメントミルク注入忒混工ぼ,差焉川右岸のニツ薮崩琨地に拍エした。ベースコンクリ 
ートはE!弟 Wさ0. 3 « .長さ18企とし•注入孔はあらかじめ说没しておいた硬資ポ 
リエチレンバイブ(D. 5〜1.0 E問廂)を通して0.5花および1.〇仃とした、水セメント 
比0.5 〇をローター式注入ボンブ划机、て注入した。セメントの注焚を防ぐためポゾリス 
№5を使用した。納果禺をけ.コ丁ーホ・ーリングによる股充を予定していたが.台風第24 

号により下流側の砂硯か彷刼されてよくみえる部分が出たので•手現りによる硯察を行な 
った。各尚面を貌察した幫礎は次のよ5て・ある。
(|) 0. 2csjU上の径の砂題からなる盾はセメントミルクが通りうる。
Gi) 土壤":;加.1山以下の涉からなる陋は一段にセメントミとクが通らず•その上那の比 
皎的径の大きい砂跄梆の部分を固結している［列か多い。

伽 従断血の我察では,地中の砂野同に沿ってセメントミルク舟1〇刀以上ヤ状に拡がっ 
ているのがみられた。これは施工佃所が約5 〇0の急結他のため•包・しやすい陌を通 
って自然流下したものと思われる〇

(M ペンチコンクリート直下の4〇—5 の,摩さの密の部分は七メントミルク"小ゆ・わ
たらない。

(V) 5cr以上の大極の蛇を多く含むやは•セメントミルクが到;ゑしてもと史らず通過してし 
しまう。

注41年度の試挨計画

4I年度は新らたに束京営林同丹沢治山事業所管内に試験池を迷!定士るc新帰化工の阑係では, 
ー丹沢地区の試堡地の氓定および故況調査,試験区の決定•および必芟な基焚エの的工を行な5 〇

4 〇年度に施工した釜魚地区における沂誘化工に関してけ・2年目g経•巡涵Wを行なう。商号 
治山工作杨の関係では,PNC板エ施工畑所の双定.および一部価听については試瑣工話工(5 

段積工)ならびに結果,:瞬を行なう。セメントミルク注入工については,試験工施工砌の洗定 
ならびに添床地下断面剪査(テストビット試海はよび電気採査)を行なう〇
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6. 41年度の風心俺遺と.•鎰

1•飾綿化工の印係
⑴丹沢壊区

試験地は史京営林局丹沢治山・•・听管内の大金RM、.嬰询«玄倉国冇垸宙I 5 2 す迎いけ小 
斑)に・gした。本地よはな尺山と尊ケ岳を浩W;废やの西册こ而し,稀杉沢支け:.:犬金沢の浪 
上波で.地‘質は帝杉沢期稱を基岩とし・その上:こ関束二ー厶’岳が堆憤している:”誌した崩 
京地はn ーム"の残琉泡で,方位はほば西诃・泌・は5 5-3 8° .;楠は1.2 0 〇-
1.5 〇 〇 あり•冬期は城必にともなう度会のほか季而留、による.影がもあり,W化工炬エ 
上は環境のきびしいところである。
試験エ段および瑜エオ辱は,麥地区と冋じ方法で行なうか. I瘀エ问の大きさはg 5 

-•斜而長約1〇なとし,う回反後して戒定する•各次照％内に【史土砂嘛定装m(麻1郊, 
長さ2初の木级枠と受错による)を設罰する。

(2)签秘区
釜無地区の緑化工就焕地については,(4 〇年鹿に揪エ)前述の台風披告とその後视上;て 

よろ影容も加わって,調充目的ほそわない試験地区も生じた。したがって2年目は残存地区 
について涎琰甬斐を行なった。

2年目までのほ化彼凌状況について.址況や台翫の影響などの倒述から観察された点は次 
のようである。
⑴ 也也条件が舞なっても初期の,緑化状態が比較的変化しない工種は,ヒト’ゲン柏生避エ, 
蚣袋エ,ベジタイ工辱,

(ii)立抱条件によってかなり影容をうける工種は.ロンタイエ,被极用な在e.披以網工的, 
師 各Zを通じて平均的に彼梭率の大きい工種;ま,被抵講工,被覆剤微布工.ヒドゲン粧生
皺エ,推生袋エ絳。

缸)各区を通じて被彼澎が低かった工攻としては.aンタイエ。なお,2年目の導入桃切波 
披状變の謂夜粮果は朝;S表のようである。
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(%)
M- 5 k孫由冲間代・■'

1.ヒドゲン戶胜盪エ 3 7 8 7 9 5 I 〇 〇
2•輸生袋エ 8 2 6 〇 8 2 9 〇
3.ベヂタイエ 7 5 5 7 9 〇 ! 〇 〇
4. 0ンタイエ 5 5 2 〇 90 6 〇
5.枝邊剤撒布エ 6 11 8 〇 1 〇 〇 ! 〇 〇
6•彼旭勇X 8 8 8 3 1 〇 〇 ! 〇 〇

2.備易治山工作物の闲係
(1)PNC板試験工施工細听は,玄f•州吱流熊木沢に団定し5段後エを拖エした。土圧受圧雰 

はP H C叛の各段および底部に彼定したバ拍SW:完は均二定函:行なったは;>、•本年疚末
(い年う月)およびそれ以B幻C卷続副表して決討十る,

⑵ セメントミルク注入工の械工例所は,滂杉沢左用の2.沢田口お主び6 .沢出口に进定し 
たc ;日巨堰はセメント秦液併用による注人工の可能性をたしか北るために.各テストピット 
1カ所・電気:・径3点の検床j也下断而調在を行なった 調左方法は2 ノK・6 ノ沢の咨女に 

お、.、て•施工位破中心凍上に畛探缺 3点ずつ行なった。測点|田隔は2 ノ沢は3 E間隔6 

ノ沢は2な問隔とし・測定深废はI 5 mまでとした。テスト顷ットは‘芯・気探だ線より約5が 
下俺側に没置し,地下3.5 wiでの間の砂磔携成痢舍の・芝化・を下孫す〇と间時に〇1 5別ごと 
に資料を採取し,各種試験•を行なった。また.渓床巾積の珍動を疆なするため:て冬テストビ 
ット内に小削型の石を•埋設し,今後通略狽察することにIた。
溪床の砂政!の調査結弁:21ゆ通りの椚成狀態を示し•公たその透水佟Mは2 ノ沢(6 ノ 

沢とも1〇 cm/ Secと淡床の砂踪はぎわめて透水性が彌いことがわかった.このため,試験 
搶エは主としてセメ x卜を注入材料として用いることが逃刍と忠われろが,一方では/水性 
の高い肘が地下! 〇邢付近までつづき•不透水層がみあたらないので,地下5混付近までの 
セメント注入を考えた均合に:よ,それ以上の範囲にわたってセメ ントが多员に浸透するおそ 
れがある.したがって,固枯時岡を臼由に调節しうる•笑液を週択してFI£A村Rの泣出を防く 
必要かあ,ることなどが明らかになった。これらの調遂結果から就験旎エの基水勺均エ仕様を 
決定した。なお.湧床地F［祈而詩査結果は第丨図のようであろ。
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6.こんごの|印ら点

本試験豺濾のうち利沢地区の•施工および渦果調査は4 2年効:よぴそれ以級にわたるので.ま 
だ十分な検討を行なうことはできないが•現在考えられる点は次のようである。
1•新縁化工の【目係

祈悬化工のうち,とくに面状は化工田ついては,相生親寸似のんのによる客土簿状の工法に 
くらべて,導入する母材(用土,史汁等)炉面的に広がるため,地況条件にかなり影醬されや 
すくなる点が観察された“したびって殺蛍網,被痍剤工等の面状海化工については,施工面の 
ムラのない株化と,生育促進方法の検対が必要とおもわれる。

2.簡易治山工作物の蘭俣
U) ' ：; 〇板エの施工方法については,探疋わの髙さをさらに上げて検对する必斐がある

(4 2年度工は$段ていどに上げて换&ける予定)。
(2)セメントミルクd入工については・仁)粒径が細かく透氷係救が小さい””碇;C对する注入 

W・料の組会わせとその刷エ仕様.(b焼液のみによって固結される部分の强度の増加方法,な 
と’は今後さらに所究を妾する問題である。
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2 9 空中写貞による治山計画法

1.泣牧担当者

治山湾1祈究室:秋谷半一・河野良治•鯉波宜士
統浏研究室:捅ロ幸男・中岛 鍛

2•試燦目的

治山計囱を立案するに当っては.炳琅池・渓流荒廃地等の実態をつかふ,それに対処する治山 
ダムあるいは山腹:！?并導の故駄の概濡を求める必要がある.従来,治山爭菜計画は三として現J也 

にょ9 •地/地.渓沱荒廃地の数Gtを把握し.同様に現地£陸にiりダムサイトやダムの規 
模の決定,山Rエの耍,不要,工事の建另等の判断がなされていた。しかし,今後,奥地林の開 
兒などにと七ない,治山密業の計画対環&奥地へ挞カ:ることが部想され,讖就臨な奥地での现 
地調資は従来より多くの尚間と労力を必要i:すると思われる。加えて,•拓決云奥地林では気候的 
な邮勺により翊(E可能な期四も短く,従来よりも短時日に潟住を終了ー「ることが姿茨される,こ 
のような点を游えると今後の治山計諭に楽しては空中写爽の利用が不可欠のものと思われる。空 
中写真を利用することの利点は詢阳«間の瞬だけでなく.距離や地形K旧従されずに棺度一螺 
な,結果が?!｝られる点にもある。逆に空中写凡を用いる拗混ては％勰偌に相当な経及の支出を覚 
悟しなければならないが,幸いに全国i羽子林の大部分は燃募诟の會中写・があり.これらを沔用 
することが可能である。したがって.すでに撮当済の空中写衣•を用いて荒哩地の現況ならびに推 
秒の状況など各徒の写立削読を行ない,その結果を別に汀なった現地S说のせ吳と对比させて治 
山計両における現在の空中写共の利用法のあ準お上ぴ利用しうる限变を明らかにしようとした。

3.前年度までの経過とえられた結果

4 J年度が初年度のため該当なし。

立41拜Zの試顷計画

一般的な荒廃地の代表的な例として•長野柴伊那谷の長野営林局殉ケ根営林署•管内に約1〇 〇 
泓 の润査地をとり,治山計卤に必要な話項目のうち・尊其判読可能なものとして下記各項目・を 
黑び・現地涌漏果と対比させて尚就結果の央用的価彼の検討を行なうこと忙した。
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